
診療計画説明書 婦人科　化学療法　シスプラチン

退院基準

／ ／

化学療法当日 退院

達成目標 ・異常の早期発見、対処ができる
・重篤な副作用がなく、
　退院後の生活に不安がない

検査

処置
・抗癌剤の点滴中に自動血圧計をつけて
　１時間おきに測定します

・点滴が終わったら針を抜きます

薬剤
・朝から点滴が始まります
・抗癌剤の始まる約１時間～１時間３０分前に
　内服薬があります

・朝から点滴があります

食事

安静度

清潔・排泄

・抗癌剤の点滴中もトイレへ行けます
　機械は外しますのでお知らせください

・吐き気などがあればお知らせください
・点滴が終わったら退院です

※病名等は現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくにしたがって変わり得ます。 岐阜市民病院　婦人科　平成30年3月改訂

※入院期間や治療内容は現時点で予測されるものであり、症状によって変わります。 003

説明と同意
<<ご不明な点は

主治医・看護師に
お尋ねください>>

治療による重篤な副作用がない

・医師が点滴の針を入れます

・点滴があります
　（患者様によっては点滴の無い場合もあります）

・腎臓の働きを検査するために尿の量をはかります
　退院まで機械に尿を入れて下さい

・必要時、血液検査と尿検査があります

　　　　　　　　　月日
　　 項目

・治療の説明を受け、同意している
・副作用について理解している

・トイレを使用して下さい
・化学療法当日以外はシャワー浴ができます

・入院、治療について説明します
・必要な書類をお預かりします ・点滴の針のまわりに痛み、赤み、腫れなどの異常があればお知らせください

・特に制限はありませんが、点滴中は病棟内のみです

／

入院

・普通食です


